
10,000 円

100 名程度（Aコース70名、Bコース30名）

～学生の学習を促進するための学生活動への戦略を考える～

名古屋大学 准教授 安部 有紀子

～初 年 次 教 育 を 中 心 に～

大正大学 特命教授 山本 繁

オンライン（Zoom）

裏面をご確認のうえ、ホームページの 「お申込フォーム」よりお申込み下さい。

費 用

定 員

開催方法

申込方法

申込期間

対 象

開 催 日

12：20
12：50～13：00

13：00～16：00

Zoom接続開始
開講式

講 義

8：30

9：00～12：00

Zoom接続開始

講 義

16：10～16：30

閉講式・アンケート回答16：30～16：40

16：10～16：30

12：00～13：00

13：00～16：00

昼休憩（各自）

講 義

～キャリア自律の基盤となるキャリア教育を考える〜

東京海洋大学 キャリア支援センター 特任准教授 服部 典子

文部科学省 一般社団法人国立大学協会 一般社団法人公立大学協会 日本私立大学協会 一般社団法人日本私立大学連盟
日本私立短期大学協会 公益財団法人日本高等教育評価機構 独立行政法人国立高等専門学校機構
独立行政法人日本学生支援機構 全国公立短期大学協会 大学コンソーシアム八王子 大学マネジメント研究会

NPO法人学生文化創造

▶ 大学等において学生支援相談に携わっている方

▶ 大学等において学生支援相談のより専門的な知識の修得等を希望する方
▶ スチューデントコンサルタント認定者

閉講式・アンケート回答16：30～16：40

16：10～16：30

＊ ＡコースとＢコースがあります(同日・同時間帯に開催)。どちらかを選択してください。
＊ 講師の所属機関・役職等は2023年7月現在のものです。

～個々の学生の課題・ニーズに添った支援を考える～

追手門学院大学 共通教育機構 准教授 清水 栄子

▶▶▶ ワークで話し足りなかったことや事例共有など自由に（裏面参照）

～大学における学習支援の位置づけと組織的課題～

愛媛大学 教育・学生支援機構 教授 中井 俊樹

～その意義、方法、支援学生の育成について～

～有効かつ倫理的な支援のために～

愛媛大学 教育・学生支援機構 講師 上月 翔太

12：20
12：50～13：00

13：00～16：00

Zoom接続開始
開講式

講 義

16：10～16：30

Zoom接続開始

講 義

8：30

9：00～12：00

昼休憩（各自）

講 義

12：00～13：00

13：00～16：00

教育基盤連携本部・
高等教育研究センター
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お問合せ先

▶▶▶ （参 考） 昨年度 「学生支援相談に関する研究会」 ／アンケート集計結果（抜粋） ▶▶▶

Zoomを用いたオンライン開催です。お申込の前に以下➊から➌をご確認ください。

❶ お申込条件等
・ 原則、全ての講義にご参加が可能な方（業務都合等で参加できない講義がある場合は、事前に事務局までお知らせください）。

・ パソコン（カメラ・スピーカー機能を含む）、通信環境は、参加者ご自身にてご用意ください。

❷ お申込から開催前まで
・ お申込はホームページ「お申込フォーム」より行ってください。

・ 人事課・総務課等の方が複数名分をまとめて申込む場合には、tokyo@gakusei-bunka.org 宛にメールにてご連絡ください。

折り返し申込フォーマット(エクセル)をお送りしますので、必要事項をご入力のうえご提出いただくことも可能です。

・ 請求書発行には別途手数料(100円/通)がかかります。

申込受付後
・ お申込の内容について自動返信メールが届きます。メールが届かない場合、入力したご自身のメールアドレスに誤りがあるか、

自動返信メールがブロックされているなどの理由が考えられますので、必ずご連絡ください。

・ 別途、事務局より、参加費お支払い方法（振込先等）やご参加にあたっての注意事項等についてメールにてご案内します。

開催1週間前
・『Zoomの設定等について』 『研究会資料一式（日程表、講義資料、グループ分け一覧）』 『参加用URL・ＩＤ・パスコード』

の３点をメールにて配信します。

・「グループ分け一覧」 には、「所属機関名、所属部署、氏名」を記載します。

➌ 研究会当日
・ 各日とも、開始３０分前からZoom接続を開始いたします。開始時刻前までに入室してください。

・ 講義中はカメラによる映像表示をお願いします。メインルームは録画をいたします。予めご了承ください。

グループワーク実施において
・ ブレイクアウトルーム機能を用い、５名～７名程度のグループワークを実施する予定です。

・ グループのメンバーは、所属機関や地域などに偏りのないよう、また、極力多くの参加者と交流が図れるよう、

予め事務局で振り分けをします。

・ グループ毎の発表の時間、講師との質疑応答の時間をとるなど双方向的なワークを予定しています。

グループ別懇談の実施について
・各日とも、講義終了後に、グループワークのメンバー同士による懇談の場を予定しています（20分程度）。

・『他機関の事例共有』『連絡先の交換』『ワークで話し足りなかったことを話す』『講義終了後の意見交換』 など、

各グループで、情報交換の場として活用いただく予定です。

（参 考) オンライン上の簡単な名刺交換方法（名刺交換は任意です）

・ ご自分の名刺をデータ化（ＰＤＦや、撮影した画像データなどに）しておき、その名刺データをチャットに添付して送信し合う。

学生文化創造 学生支援相談に関する研究会

お申込
お問合せ先

ホームページも参照ください。 URL‣ https: //gakusei-bunka. org/

NPO法人学生文化創造 163-1516 東京都新宿区西新宿1-6-1新宿エルタワー16階

TEL：03-6890-1730 E-ｍａｉｌ：tokyo@gakusei-bunka.org

昨年度は と題し、
以下のテーマで講義とワークを行いました。

講 義 １ ．コロナ禍を過ごした学生をどう支援していくか ～対面での学びの機会や経験に制約を受けた学生への支援の在り方～

講 義 ２ ．多様化する学生寮の教育的機能、その現状と課題 ～学生の成長を促す教育プログラムや学生寮の運営の在り方を考える～

講 義 ３ ．地域との交流、地域活性化をどう進めるか ～具体的な取組み事例から大学の役割と問題点を考える～

18%

28%
36%

18%

年代

２０代

３０代

４０代

５０代以上

3%

82%

7%
4%

4%

所属等

総務・広報・人事系
学務・学生系（入試・障害者支援含む）
キャリアセンター等就職支援系
地域連携・研究部門系
無回答

46%
50%

4%

参加

動機

上司・先輩の推薦等

自分からの申し出

その他

36%

50%

14%

実務に

非常に役立つ

かなり役立つ

少し役立つ


